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平
成
十
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年
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二
十
日

内
閣
総
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大
臣

安
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晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
「
核
開
発
の
権
利
を
放
棄
し
な
い
」
と
い
う
イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
の
発
言
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
「
核
開
発
の
権
利
を
放
棄
し
な
い
」
と
い
う
イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
の
発

言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
憲
法
第
百
十
条
は
、
最
高
指
導
者
の
義
務
と
権
限
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国

の
最
高
方
針
を
公
益
評
議
会
と
協
議
し
た
後
に
決
定
す
る
こ
と
、
国
の
最
高
方
針
の
円
滑
な
実
施
を
監
督
す
る
こ
と
、
国
軍

最
高
司
令
官
と
し
て
軍
を
統
率
す
る
こ
と
、
司
法
権
最
高
責
任
者
、
軍
、
治
安
部
隊
の
上
級
司
令
官
等
を
任
命
又
は
罷
免
し
、

及
び
辞
任
の
受
理
等
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
報
道
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
と
し
て
承
知
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
が
平
成
十
八
年
十
月
十
日
に
行
っ
た
演
説
に
お
け
る
核
問
題
に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て
は
、
「
我

々
の
政
策
は
明
確
で
あ
り
、
進
歩
、
明
確
な
論
理
の
提
起
、
及
び
後
退
す
る
こ
と
な
く
国
民
の
権
利
に
固
執
す
る
こ
と
で
あ

る
。
当
然
、
我
々
の
核
に
関
す
る
目
的
は
、
完
全
に
明
ら
か
な
も
の
で
あ
り
、
人
道
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
現
地
で
の

一



報
道
を
内
容
と
す
る
在
イ
ラ
ン
日
本
国
大
使
館
か
ら
の
公
電
を
、
平
成
十
八
年
十
月
十
一
日
午
後
六
時
五
十
四
分
に
外
務
本

省
に
お
い
て
受
領
し
た
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
の
発
言
は
、
報
道
の
内
容
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
従
前
か
ら
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国

政
府
の
要
人
が
行
っ
て
き
た
発
言
と
同
様
の
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

二


